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第 2 部  復興応援カフェ＆ワークショップ

第 1 部  復興トーク　保養支援団体「リフレッシュサポート」代表　疋田 香澄氏

パルシステム東京は、「3.11を忘れない」を基本視点に、東日本大震災被災者支援のため、
組合員とともに様々な支援活動に取り組んできました。2018年度の取り組みについて、ご紹介します。

福島県楢
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葉
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町の
わらじ組
古Tシャツで作るミニぞうり作り体験
福島のお母さんたちに教わりながら、
ミニわらじを作りました。

美味しい非常食とパンの試食
「食育リーダー」考案の非常食の
レシピと試食を提供。パルシステ
ム福島親子交流などの復興支援
企画で協力いただいている「パル
ブレッド」のパンの試食もあり、
美味しいパンの食べ方も学びま
した。

3.11の空を再現、プラネタリウム体験
「星つむぎの村」（2017年度「パル未

ミ

来
ライ

花
カ

基金」助成グループ）によるプラ
ネタリウム体験。組立式プラネタリウムは直径4m×高さ3m。1回の上映で
20人〜 25人が参加できます。3.11の空を映し出し、みんなで被災地へ思い
をはせました。

「東日本大震災から8年、みんなで応援！復興トーク＆カフェ〜 3.11を忘れない〜」の
第1部は、疋田香澄氏の講演。
日本における保養の現状、日本で保養が制度化されないこと、日本の女性の立場との
関係などについてお話いただきました。子どもたちのためにも、イヤなことはイヤと
言っていい社会をつくること、子どもたちを守るために声をあげていくことが、二度
と原発事故を起こさない社会をつくるという問題提起もあり、東京にいながらにして、
できる支援について考える機会となりました。

「女性が自分らしく生きることが福島支援につながる」

私たちは忘れない。活動を続ける支援団体

忘れたくないこと、忘れちゃいけないこと
「みんなで応援！復興トーク＆カフェ」

2019

3 2
（土）

●さんまの蒲焼缶で 
炊き込みご飯

●さばみそ缶で 
イタリアン

●ひじきと切干大根 
の酢のもの

●豆腐のデザート

食育リーダー考案！

「美味しい非常食」
メニューご紹介！
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澄
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氏
（『原発事故後の子ども保養支援』著者）



 福島第一
原子力発電所

飯舘村

50km圏内
20km圏内

楢葉町

組合員の復興支援を応援！2福島応援！1

春休み！東京でリフレッシュ！　パルシステム福島親子交流企画

震災復興支援基金「パル未
ミ

来
ライ

花
カ

基金」

助成団体 助成金額
i-くさのねプロジェクト 335,000円

アンサンブル・ふぁさふぁす 334,000円

いっしょに！東北 254,000円

教育・芸術・医療でつなぐ会 94,000円

シューレ大有志石巻支援を風化させない会 331,000円

ハート・のんびる 300,000円

はちみつ會 235,000円

東日本大震災「祈り」実行委員会 150,000円

福島こども支援・八王子 205,000円

福島子ども支援プロジェクト・西多摩 192,000円

福島の子どもたちとともに・世田谷の会 230,000円

福島の子ども保養プロジェクト・杉並の会 230,000円

藤結びの会 309,000円

特定非営利活動法人復興応援かけこみキャラバン 250,000円

星空キッズツアー 219,000円

までいタイムズ 232,000円

NPO法人　八潮ハーモニー 50,000円

合計 3,950,000円

11/24・12/8・12/9

12/1〜 2

福島の「いま」を学び、私たちにできることを考えるスタ
ディツアー。

放射能の影響から子どもたちを守るために活動を続ける市
民団体を支援するために、2012年度から組合員カンパを行
っています。2018年度は、組合員から677万7,000円のカ
ンパ金が寄せられました。

■カンパ累計額（2012〜 2018年度）6,444万8,970円
飯舘村交流センター「ふれ愛館」前にて、飯舘村の食文化
の伝承や特産のかぼちゃの推進をしている渡邊とみ子さん
と交流。

原発事故前まで小学校だった『楢
なら

葉
は

まなび館』で、避難指示
解除後の楢

なら

葉
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町のコミュニティの再生に取り組む「わらじ
組」と交流し、布ぞうりの体験をする参加者。この日のた
めに東京から持参した布ぞうりの材料となる古Tシャツを
寄付しました。

2012年度からはじまったパルシステム福島組合員とパル
システム東京の交流企画は今年で7回目。
福島では、今も放射線量が高い地域もあり、自然の中で遊
ぶことができない親子もいるため、稲城市にある『いなぎ
めぐみの里山』で思う存分自然を体験！
パルシステム東京の組合員ボランティアがつくった芋煮う
どんを食べたあと、落ち葉のプールでターザンごっこや、
焼きイモ・ピザ作りも体験しました。
八王子市にあるパルシステムのパン工場（株）パルブレッ
ドも見学し、美味しいパンづくりの秘密を学びました。

団体名 贈呈額

認定NPO法人いわき放射能市民測定室たらちね 1,806,461円

認定NPO法人FoE Japan 1,060,770円

NPO法人ハートフルハート未来を育む会 1,152,867円

NPO法人ふよう土2100 1,148,670円

NPO法人まつもと子ども留学基金 1,163,252円

認定NPO法人沖縄・球
く

美
み

の里 1,346,947円

一般社団法人子どもたちの健康と未来を守るプロジェクト 1,098,033円

 2018年度カンパ贈呈団体	

組合員カンパ 6,777,000円

城南信用金庫ボランティア預金利息 2,000,000円

合計 8,777,000円

 2018年度贈呈額

※�城南信用金庫に預けている「ボランティア預金」の利息分200万円も各団
体に分配・贈呈しています。

子どもの甲状腺検診 甲状腺検診キックオフ学習会

組合員の声に応えて3
東京電力福島第一原発事故以降、組合員から都内での放射
線被ばくへの不安の声が寄せられるように…。その声に応
え、2015年度から、組合員と被災地からの避難者の子ども
を対象に甲状腺検診を実施、継続しています。

検診は、NPO法人いわき放射能市民測定室たらちねの協力
を得て実施。139人の子どもたちが受診しました。

検診に先立ち、キックオフ学習会を開催。たらちねクリニ
ック院長で、内科・小児科医の藤田操先生を迎え、福島県の
子どもの健康調査や放射能が人体にどのような影響を与え
るかなど、様々なデータを用いながら、甲状腺検診を継続
的に受診することの大切さについてお話いただきました。

2018夏休みふくはち親
子交流合宿
人気の沢遊び。生き物観
察に夢中！

（福島こども支援・八王子）

宮城県石巻で地域の人々
の手づくり品の販売や、
ものづくりのワークショ
ップを通して住民同士が
交流

（いっしょに！東北）

福島スタディツアー 福島支援カンパ

震災から8年。今も被災地の支援を続ける組合員がいます。
「パル未

ミ

来
ライ

花
カ

基金」は支援を続ける組合員を資金面で応援す
る基金。2018年度は、被災地交流事業や福島の子ども保養
に取り組む17グループに計395万円を助成しました。

助成実績（2014年〜2018年度） 延べ74グループ 1,822万6,710円

震災復興支援基金「パル未
ミ

来
ライ

花
カ

基金」を
通して、組合員の復興支援活動を応援します

福島スタディツアーや福島支援カンパなど
多様な復興支援活動に取り組みます

原発事故による健康影響への不安に寄り添い、
「子どもの甲状腺検診」を継続します

被災地・被災者に寄り添った復興支援活動を推進します。

3/23〜25

11/11

2/18〜3/15

その他、パルシステムグループ全体でも、食品における放射能検査や、FITでんき（再生可能エネルギー）を中心とした
「パルシステムでんき」の推進など、組合員の声に応えた取り組みを進めています。

福島の親子のための保養
プログラム「ぽかぽかプ
ロジェクト」に参加する
子どもたち

（写真：FoE Japan）



主な復興支援活動（2018.4.1〜2019.3.31）
日 　 程 内 　 容

5月 2018年度 震災復興支援基金「パル未
ミ

来
ライ

花
カ

基金」より17グループに総額3,950,000円を助成

5月19日
「パル未

ミ

来
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花
カ

カフェ〜東日本大震災から7年、支援活動を聞いてみよう！2017年度パル未
ミ

来
ライ

花
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基金助成グループ報告会」を開催。
56人（組合員・2017年度助成グループ26人、員外14人、役職員16人）が参加／
講師 千葉一氏（椿の学び作り推進協議会会長、一般社団法人前浜おらほのとっておき理事）

7月1日 「パルシステム東京 東日本大震災復興支援活動報告書2017『Pray for Japan』」を発行

8月2日 福島支援カンパ贈呈団体「NPO法人ハートフルハート未来を育む会」へ役職員3人が訪問

8月31日 福島支援カンパ贈呈団体「一般社団法人子どもたちの健康と未来を守るプロジェクト」が活動報告のため来協。役職員5人が参加

9月4日 福島支援カンパ贈呈団体「認定NPO法人FoE Japan（エフ・オー・イー・ジャパン）」へ役職員5人が訪問

9月4日 「広域避難者支援ミーティングin東京」に情報収集のため、職員1人が参加

9月 2018年度「市民活動助成基金」より復興支援活動に取り組む「OurPlanet-TV」に、500,000円を助成

9月28日 福島支援カンパ贈呈団体「認定NPO法人沖縄・球
く み

美の里」へ職員3人が訪問

10月9日 第6回広域避難者支援ミーティング・全国版「今、日本のすべての人に、きっと役割がある」に、職員2人が参加

10月21日 2018年度パル未
ミ

来
ライ

花
カ

基金助成グループ「いっしょに！東北」による石巻支援活動の視察に、職員1人が参加

11月3日 2017年度パル未
ミ

来
ライ

花
カ

基金助成グループ「星つむぎの村」からの要請により、大川小学校遺族会との支援交流会へ食材支援

11月11日 「子どもの甲状腺検診キックオフ学習会 『福島の現状とこれから〜子どもたちを放射能から守るために』」を開催。
35人（組合員26人、員外1人、役職員8人）が参加／ 講師 藤田操氏（たらちねクリニック、医師）

11月24日
12月8日〜9日

「子どもの甲状腺検診」を実施。組合員・役職員・被災地からの避難者の子ども139人が参加／
協力：いわき放射能市民測定室たらちね、東京都医療社会事業協会

12月1日 チェルノブイリ子ども基金・未来の福島こども基金報告会「2018年夏　子どもたちの保養・チェルノブイリと福島」を後援。
47人（組合員5人、員外22人、役職員5人、報告団体関係者15人）が参加

12月1日〜2日 「福島スタディツアー」を開催。25人（組合員14人、役職員等11人）が参加

2019年
1月11日〜12日

食べて復興応援！「南三陸サポーター倶楽部」の実施に向けて宮城県南三陸町へ役職員3人を派遣。
現地の復興の様子や牡蠣の養殖場を視察

1月21日 全組合員配付の情報誌「エコ＆ピースナビゲーター2月号」にて復興応援特集を掲載

2月2日 「震災復興支援基金『パル未
ミ

来
ライ

花
カ

基金』2019年度助成活動申請説明会」を開催、13人が参加

2月2日・5日 「震災復興支援基金『パル未
ミ

来
ライ

花
カ

基金』2018年度会計・活動報告説明会」を開催。2/2に13人、2/5に4人が参加

2月11日〜3月15日 「原発事故被害者の救済を求める全国運動　第4期請願署名」を組合員を対象に実施。
4月24日に96,518筆（うちパルシステム東京11,299筆／パルシステムグループ全体30,268筆）を衆・参両議院議長へ提出

2月20日 「林業再生に向けた普及開発事業」出前講座に、役職員10名人が参加

3月2日 「東日本大震災から8年、みんなで応援！復興トーク＆カフェ〜3.11を忘れない〜」を開催。
84人（組合員68人、役職員16人）が参加／ 講師 疋田香澄氏（リフレッシュサポート代表）、星つむぎの村、福島県楢

なら

葉
は

町「わらじ組」他

2月18日〜3月15日 「福島支援カンパ」を実施。組合員より6,777,000円が寄せられる。
城南信用金庫ボランティア預金利息分2,000,000円とあわせ、総額8,777,000円を7団体に贈呈

3月 南三陸の牡蠣を食べて応援する復興支援活動「南三陸サポーター倶楽部」の取り組みを開始。
江戸川・足立センターに独自商品のチラシを配付

3月17日 広域避難者支援連絡会in東京主催「避難者と支援者による2018ふれあいフェスティバル」に協賛

3月23日〜25日
「パルシステム福島親子交流企画『福島のお友達と一緒に「いなぎめぐみの里山」で自然体験！』」を開催。
81人（パルシステム福島親子15組34人、役職員3人、パルシステム東京組合員親子4組12人、組合員ボランティア6人、
交流理事親子2組5人、役職員13人、いなぎめぐみの里山グリーンワーク8人）が参加

Pray for Japan2018　発刊に寄せて

杉原 学生活協同組合パルシステム東京　専務理事

東日本大震災から8年の月日が過ぎました。震災により一変した生活は、いまだ復興の途上で
す。仮設住宅の撤去が進む中、生活再建の目処が立たない方や、原発事故による自主避難者へ
の支援打ち切りなど、新たな問題も生まれています。一方、時の経過とともに、様々なことが
忘れられてきています。パルシステム東京は、「3.11を忘れない」という思いを大切にしてき
ました。2018年度も刻々と変化する被災地の状況に対し、被災者支援活動に取り組む団体へ
の支援や、パルシステムグループ連帯での取り組みなど、多くの支援活動に取り組んできまし
た。私たちはこれからも、組合員とともに“被災者に寄り添った”復興支援活動に取り組んでま
いります。

パルシステム東京の東日本大震災支援活動ブログでは、
2011年3月からの復興支援活動を紹介しています。
パルシステム東京ホームページ（http://www.palsystem-tokyo.coop）より

発行日：2019年7月1日　発行：生活協同組合パルシステム東京


